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つ な ん じ か ん

けっとのほかげ

６月８日

雨のなか準備が行われました

まわりが暗くなり始めたころ

雨が上がりきれいに

ライトアップされました

かえるの鳴き声だけが聞こえ

照らされた石垣田のなかにいると

心があらわれるようでした



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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広報無線機、聞こえていますか？

広報 4令和元年６月号

特 
集

地
震・雷・火
事・親
父
？

広
報
無
線
機
、聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？

　

６
月
は
梅
雨
の
季
節
、
ま
た
秋
に
か
け
、
雨
や
雷
、

竜
巻
な
ど
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
役
場
か
ら
情
報

を
伝
達
す
る
重
要
な
役
目
を
も
っ
て
い
る
広
報
無
線
機

は
聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？

　
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
防
災
情
報
な
ど
を

お
伝
え
し
て
い
る
広
報
無
線
機
。

　
現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
、
平
成
20
年
の

運
用
開
始
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
ア
ナ
ロ
グ
回
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
回
線
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、音
声
が
き
れ
い
に
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、電
波
が
は
い
ら

な
い
、使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
、な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
長
い
間
安
全
に
使
い
続
け
て
い
た
だ
き
、

も
し
も
の
時
に
安
心
し
て
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
広
報
無
線
機
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
る

原
因
で
、
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
広
報
無
線
機
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ

る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー

ト
）の
運
用
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
ま
す
。



特集 広報無線機、聞こえていますか？

5 広報 令和元年６月号

電源ランプが…
「緑色」
＝正常です。
電池も入っており、電源コードからも正常
に給電されています。

「赤色が点滅している」
＝電池の交換が必要です。
使い切った電池を入れたままにしておきま
すと、液漏れが起き、最悪の場合中の基盤
にかかるなど故障の原因となります。

「赤色が点いている」
＝電池だけで動いています。
電源コードから電気が給電されていない状
態です。停電時にはこの状態となります。
停電で無い場合は、電源アダプターが接続
されているか確認願います。

　

ま
ず
は
電
源
コ
ー
ド
が
差
し
込
ま
れ
て
い

て
、
脇
の
ス
イ
ッ
チ
が
「
入
」
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
池
を
交
換
し
て
み
て
も
何
も
点
か
な
い

場
合
や
、
電
池
を
交
換
し
て
も
す
ぐ
に
聞
こ

え
な
く
な
る
場
合
は
、
電
源
コ
ー
ド
が
壊
れ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
、
近

所
で
雷
が
落
ち
た
。
と
い
う
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

ま
た
、
地
震
な
ど
に
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か

ら
落
下
し
た
場
合
も
、
中
の
基
盤
が
外
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
電

源
が
点
か
な
い
、
ラ
ン
プ
は
点
く
が
、
操
作

が
出
来
な
い
と
い
っ
た
不
具
合
が
起
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
地
震
な
ど
の
有
事
の
際
に

必
要
に
な
る
防
災
無
線
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
と
き
に
役
に
立
た
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
震
対
策
と
し
て
ガ
ム
テ
ー
プ
で
補
強
す

る
な
ど
、
少
し
の
工
夫
で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

「
電
源
も
同
報
も
録
音
も
ラ
ン
プ
が

　
　
何
も
点
か
な
い
」と
い
う
場
合
は
？

広報無線機

よくあるお問い合わせ

その1



広報無線機、聞こえていますか？

広報 6令和元年６月号

「緑色」
＝広報無線が聞ける状態。
無線の電波が拾えている状態です。正常に
定時や臨時の放送が聞こえる状態です。

「橙色が点いている」
＝ＦＭラジオが聴ける状態。
災害時に有効なＦＭ放送が聴けます。ただ
し、広報無線が流れる際は、自動的に広報
無線へと切り替わります。

「ランプが点いていない」
＝電波を拾えていません。
マウンテンパーク津南の頂上（下図参照）
の電波塔から電波が流れてきます。緑色が
点いていない場合は、
①屋内の窓際（マウンテンパークの方向）
など、電波が入りやすい場所に動かして
みてください。
②電波が弱い地区にある場合は、専用の屋
外アンテナの設置が必要となります。
③機器が故障している可能性があります。

も
し
症
状
が
改
善

　
　
　
　
さ
れ
な
い
場
合
は

　

も
し
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
津

南
町
役
場
総
務
課
総
務
班
ま
で
お
電
話
い
た

だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
直
通
番
号　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
）

　

な
お
、
戸
別
受
信
機
を
ご
自
分
で
分
解
・

修
理
す
る
の
は
お
止
め
く
だ
さ
い
。
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ここから電波が飛んできます。

役場の屋上からみたマウンテンパーク津南の方向

私たちが津南町を担当しています。

●広報無線委託業者
　藤島無線工業
　　　　　 （長岡市）
2 ヶ月に 1 回、定期的に点検
に来ていただいています。

町民のかたから業者へ直接ご連絡をいただいても応対
できかねますので、役場へお電話をお願いします。藤島無線工業の新井田さん・小林さん

同報・FMランプが…広報無線機

よくあるお問い合わせ

その2



特集 広報無線機、聞こえていますか？

7 広報 令和元年６月号

どんなときに放送されるの？

いつ流されるの？

Jアラートとは

●中越地方で震度５弱以上の地震が発生した場合
●特別警報（警報の発表基準をはるかに超える豪
雨等の重大な災害が起こるおそれが著しく大き
い場合）

●国民保護情報（ミサイルなどの脅威）

J アラートは年に４回、
全国一斉試験を実施しています。

【今年度の日程】
令和元年８月28日㈬　令和元年12月４日㈬

令和２年２月19日㈬
（第 1 回は令和元年５月 15 日㈬に実施されました）

　国からの発表と同時にみなさん
のご家庭にある広報無線機まで、
瞬時に伝達されます。

さまざまな情報伝達機器で
　　瞬時に緊急情報を伝える
　　　それがＪアラートです

　弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報等の緊急情報を、人工衛星を用いて国（内閣官
房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、市区町村の防災行政無線や携帯メール、コミュニティ
ＦＭ等を自動起動させるもので、国から住民まで緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。

●防災行政無線・携帯メール・コ
ミュニティFM・ＣＡＴＶ・ＭＣＡ無
線等

※各市町村により異なります。

●テレビやラジオをつけてください。
●地震の場合は、周囲の状況に応じて、あわてず、まず

身の安全を確保してください。
●指示に従い、屋内への避難、

近隣の避難所施設等への避
難をしてください。

●避難先、避難方法、携行品や戸
締まりの確認をしてください。

どこから放送が流れるの？

警報が出たら？

津南町役場

地上回線
（衛星回線のバックアップ）

人工衛星

関西局

関東局

ム
テ
ス
シ
信
送
庁
防
消

気象庁

津波警報・
緊急地震速報等

内閣官房

武力攻撃情報等

インターネット
自動起動機

防災
行政無線

家庭にある
無線機

国から 津南町

Jアラート
受信機

各世帯へ



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

広報 8令和元年６月号

 交通死亡事故ゼロ1000日達成！
— ５月20日　上段ガソリンスタンド付近 —

　津南町は令和元年５月18日をもって、交通死亡事故ゼロ
1000日を達成しました。
　津南町では、小学生に向けた自転車教室や幼児交通安全
教室、高齢者向けのシニアカー講習会などを開き、交通安
全の意識を高めています。
　町交通指導員さんをはじめ、町一丸となって交通安全の
取組みを続けていき、死亡事故だけではなく交通事故ゼロ
を目指していきます。

↑啓発のティッシュをドライバーに配る交通指導員さん

　町内の各小学校で運動会が開催されました。応援合戦や
さまざまな競技で勝利を目指して白熱した戦いが繰り広げ
られました。

↑いろいろなキャラクターに変身して走りました

↑交通死亡事故ゼロ 1000 日達成の横断幕を掲げました

↑上郷小学校のよさこい

↑一番を目指して一生懸命走りました

↑芦ヶ崎小学校の竜神太鼓

 勝利を目指して！
— ５月25日　町内小学校 —



9 広報 令和元年６月号

 茶摘み体験、新茶を楽しむ
— ５月26日　埼玉県狭山市（宮野園） —

 やすらぎを求めて自然のなかへ
— ６月１日　樽田の森 —

 福祉事業に貢献されました
— ５月31日　町長室 —

　新潟県身体障害者連合会の評議員をはじめ、津南町身体

障害者互助会の会長を歴任している中
なか

島
じま

勝
かつ

光
みつ

さん。社会福
祉法人日本身体障害者団体連合会より、多年にわたり障が
いのある人々の福祉向上や権利擁護のために尽力されたと
して表彰されました。
　現在も、町の障害者相談員として活躍されています。

　木々の間から柔らかい光がさすなか行われた森林セラ
ピーウォーキング。やすらぎや癒しを求めてたくさんのか
たが参加しました。
　橅の木に囲まれたなかで深呼吸をしたり、自分の好きな
橅の木に抱き着いて感触を楽しみました。
　また、静かな林の中で耳を澄ませると何種類もの鳥たち
のさえずりが聞こえました。

　友好交流都市の狭山市を町民のみなさんと訪れて茶摘み
体験が行われました。
　自分で摘んだ茶葉を電子レンジを使ってお茶にする体験
をしたり、茶葉を天ぷらにしてお茶を混ぜた塩を付けてい
ただいたりしました。

↑左から桑原町長・表彰を受賞された中島さん・妻の登美子（とみこ）さん

↑自然を感じながら橅林のなかを歩く参加者 ↑茶娘衣装を着て茶摘み体験をする参加者

↑手もみでお茶作り体験



広報 10令和元年６月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

イ
ベ
ン
ト

献
血
に
ご
協
力
を

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に
!!

　

７
月
３
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
検
針
の

た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程　

７
月
３
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
や
車
等
が

乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
が
土

や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

●
申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
等
の
納
付
は
、
７
月

10
日
㈬
が
納
期
限
で
す
。
ま
だ
お
済
で
な
い
か

た
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
手
続
き
は
、
電
子
証
明
書
を
取
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
電
子
申
請

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
口
座
振
替
を
申
請
す
る
と
、
第
１
期
の
納
期

が
約
２
か
月
延
長
さ
れ
ま
す
。
令
和
２
年
度
の

年
度
更
新
に
向
け
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
令
和
元
年
度
年
度
更
新
に
お
け
る
口
座

振
替
の
届
出
は
す
で
に
締
め
切
っ
て
お
り

ま
す
。
）

●
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
新
潟
労
働
局
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
２

く
ら
し

水
道・下
水
道
メ
ー
タ
検
針

　

高
等
部
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
が
い
き
い
き
と
学
ぶ

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
20
分
～
11
時
40
分

　

（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

■
会
場　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

■
内
容　

学
校
説
明
、
授
業
見
学

　

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

　

℡
７
６
８
‐
３
３
２
５

　

当
校
で
は
、
次
の
日
程
で
企
業
向
け
の
学
校

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

近
年
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
と
の
協
働
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
様
子
と
と
も
に
、
地
域
の
若
者
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
学
び
、
地
域
へ
巣
立
っ
て
い
く

か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
11
日
㈭

　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
50
分

　

（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

■
内
容　

学
校
説
明
、
授
業
見
学
、
障
が
い
者

雇
用
等
に
関
す
る
説
明

　

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

　

℡
７
６
８
‐
３
３
２
５

　

７
月
１
日
～
31
日
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
月
間
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一

方
で
、
献
血
可
能
人
口
が
減
少
し
、
輸
血
用
血

液
の
不
足
が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期

保
存
の
で
き
な
い
血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
継
続
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス　

７
月
30
日
㈫

・
津
南
油
圧

　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

　

平
成
23
年
４
月
１
日
に
採
血
基
準
が
改
正
さ

れ
、
4
0
0
ml
全
血
が
男
性
に
限
り
「
17
歳
」

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
献
血
ル
ー
ム

・
ば
ん
だ
い　

ゆ
と
り
ろ
（
新
潟
市
万
代
）

・
千
秋
（
長
岡
市
千
秋
）

　

県
内
２
ヵ
所
の
献
血
ル
ー
ム
で
は
毎
日
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
特
定

の
成
分
だ
け
を
採
血
す
る
成
分
献
血
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

健
　
康

新
潟
県
立
川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

第
2
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

新
潟
県
立
川
西
高
等
特
別
支
援
学
校

企
業
向
け
学
校
見
学
会
開
催
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令
和
元
年
度　

オ
ス
ト
メ
イ
ト

無
料
医
療
講
習・相
談
会

「
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
」か
か
し

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
大
募
集
！

第
６
回
町
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

第
43
回
健
康
つ
く
り
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

第
44
回
津
南
町
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

　

友
好
交
流
都
市
・
韓
国
驪
州
市
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
に
参
加
す
る
青
少
年
を
募
集
し
ま
す
。

■
実
施
期
日　

８
月
３
日
㈯
～
６
日
㈫

■
訪
問
先　

韓
国
・
驪
州
市
（
驪
州
市
の
児

童
・
生
徒
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
）

■
対
象
者
お
よ
び
募
集
人
数

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
計
15
人

　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
創
作
か
か
し
を
立
て

て
津
南
の
夏
の
風
物
詩
、
ひ
ま
わ
り
広
場
を
盛

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格　

個
人
・
団
体
・
町
内
外
を
問
わ

ず
募
集
し
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
期
間

　

７
月
26
日
㈮
～
８
月
18
日
㈰

※
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
開
園
期
間
と
な
り
ま
す
。

■
賞
金　

か
か
し
大
賞　

3
0
，
0
0
0
円

　
　
　
　

銀　

賞　
　
　

2
0
，
0
0
0
円

　
　
　
　

銅　

賞　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

　
　
　
　

参
加
賞　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

　
　
　

（
出
場
数
に
よ
っ
て
変
動
あ
り
）

■
審
査　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
ご
来
場
い
た

だ
い
た
お
客
様
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
き
各
賞

を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
方
法　

津
南
町
役
場
地
域
振
興
課
ま

で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
お
持

ち
の
場
合
は
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

■
日
時

　

７
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭
ま
で
の
３
日
間

　

※
19
日
は
予
備
日　

午
後
７
時
30
分
～

■
会
場　

中
津
川
運
動
公
園
野
球
場

■
対
象　

町
内
在
住
者
（
町
内
勤
務
者
）
で
15

歳
以
上
の
か
た
（
高
校
生
以
上
）

■
申
込
締
切　

７
月
３
日
㈬

※
大
会
要
項
、
申
込
み
用
紙
は
総
合
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

１
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

N
P
O
法
人
T
a
p

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

■
日
時　

７
月
11
日
㈭　

８
時
30
分
受
付
開
始

■
会
場　

中
津
川
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

※
雨
天
・
高
温
時
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
津
南

■
対
象　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
か
た

■
編
成　

原
則
と
し
て
集
落
単
位
と
し
ま
す
が
、

近
隣
集
落
で
編
成
も
可
能
で
す
。
１
チ
ー
ム
５

～
７
名
以
内
。

■
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

■
表
彰　

３
位
ま
で
賞
状
を
授
与
す
る
。

■
お
申
込
み　
参
加
費
を
添
え
て
６
月
26
日
㈬
ま
で

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

N
P
O
法
人
T
a
p

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

■
日
時　

７
月
14
日
㈰

　

９
時
受
付
開
始

　

10
時
競
技
開
始
（
正
午
頃
終
了
）

■
集
合　

津
南
中
等
教
育
学
校　

体
育
館

■
競
技　

中
津
川
運
動
公
園
陸
上
ト
ラ
ッ
ク

■
対
象　

小
学
生
未
満
～
一
般
の
か
た
ま
で

■
種
目

距　離

女　子

400ｍ

800ｍ

3000ｍ

男　子

1500ｍ

組　別

小学生未満

小学１・２年

小学３・４年

小学５・６年

一般（高校生除く）

中学生

一般・高校生

■
参
加
費

　

小
学
生
未
満　

無
料

　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

　

※
当
日
参
加
は
７
０
０
円

■
お
申
込
み

　

参
加
費
を
添
え
て
７
月
１
日
㈪
ま
で

■
そ
の
他

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
以
外
は
オ
ー
プ
ン
参
加

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

N
P
O
法
人
T
a
p

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

■
参
加
費　

小
学
生　

２
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生　

２
９
，
０
０
０
円

■
お
申
し
込
み
先　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
総
務
課
企
画
財
政
班

（
℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
、
住
所
・
氏
名
・
学

校
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
等
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県
支

部
に
よ
る
無
料
医
療
講
習
会
・
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

7
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午
（
5
年
未
満
の
会
）

　

午
後
１
時
～
３
時
（
相
談
会
）

■
会
場　

ア
オ
ー
レ
長
岡　

　

長
岡
市
大
手
通
1
丁
目
4
‐
10

■
対
象　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
口

膀
胱
保
有
者
）

■
お
申
し
込
み　
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
新
潟
県
支
部
（
雪
椿
友
の
会
）
へ
電
話
（
℡

0
2
5
‐
2
2
9
‐
7
7
7
5
）
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
締
切
は
7
月
2
日
㈫
で
す
。

相
　
談

募
　
集

世
界
と
ふ
れ
あ
い
、視
野
を
ひ
ろ
げ
る
夏
に
し
よ
う

韓
国・驪よ

州じ
ゅ

市
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

参
加
者
大
募
集
！
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津
南
町
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、
生
涯
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し
め
る
体
づ

く
り
を
目
標
に
、
平
成
13
年
度
よ
り
水
中
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
浮
力
に
よ
り
足
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
で
き
、
元
気
な
か
た
だ
け
で
な
く
足
腰
に
痛
み

の
あ
る
か
た
に
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
教
室
で
す
。

　

い
き
い
き
と
元
気
に
生
涯
を
過
ご
す
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
送　

迎　

希
望
者
は
送
迎
有
り

・
参
加
費　

１
万
８
千
円

※
消
費
税
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
は
別

途
徴
収

◆
申
し
込
み
方
法

　

令
和
元
年
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
か
直

接
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

そんなあなたも、水中運動に参加すれば…

年をとっても自分
の事は自分でして、
いきいき元気に暮
らしたい！

足や腰、膝などの関節
に負担をかけずに筋力
をつけたい。

平成 30 年度教室開始時アンケートより

令
和
元
年
度 「
水
中
運
動
教
室
」

　
　
新
規
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

水中運動の３つの効果

その１ 「関節痛（腰痛・膝痛・肩痛）軽減」効果
　平成 24年度に専門家の協力を得て実施した事業評価では、水中運
動受講者と非受講者へのアンケート調査結果から分析し、受講者で
は「関節痛（腰痛・膝痛・肩痛）の軽減」について効果があったこ
とが明らかになりました。健骨体操との組み合わせで効果が高いこ
ともわかっています。

その２ 「寝たきり予防」効果
　平成 17年に実施した事業評価では、介護保険サービス（施設入所
やデイサービス等）の利用状況から、水中運動教室利用者と非利用
者では水中運動教室利用者のかたが「介護保険サービスの利用者が
少ない」ことがわかり、「寝たきり予防」に効果があることが明らか
になっています。

その３ 「認知症予防」効果
　教室で実施している「健骨体操」では白

はっ

筋
きん

（日常生活動作に必要
な筋肉）を鍛える運動のほかに、「脳を刺激する体操」も実施してい
ます。脳刺激体操は、手や足の動きを複雑に組み合わせた運動を行
うことで脳を活性化させます。脳が刺激されると脳の血流が良くな
り、認知機能の低下を予防します。

仲間と一緒に楽しく
運動を続けたい！

水中運動をやり、歩行
にも自信がつきました！

生活の張りに
なっています。

みんなで笑う
楽しい時間です！

令
和
元
年
度
「
水
中
運
動
教
室
」

申
込
み
に
つ
い
て

◆
対
象
者

・
60
歳
以
上
（
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
）

・
着
替
え
や
移
動
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
る
か
た

◆
実
施
内
容
等

・
内　

容　

水
中
運
動
・
健
骨
体
操

　
　
　
　
　

（
各
班
週
一
回
）

・
実
施
期
間　

令
和
元
年
９
月
～
２
年
７
月

・
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

今月は
小林明日香

保健師
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■
「
食
育
」
っ
て
何
？

　

食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
、

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

■
「
食
育
の
日
」
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

食
育
の「
い
く
」に
合
わ
せ
、毎
月
19
日
を「
食

育
（
し
ょ
く
い
く
）
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
津
南
町
に
お
い
て
平
成
28
年
度
実

施
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

「
食
育
の
日
」
を
知
っ
て
い
る
人
は
５
割
と
低

く
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
保
育
園
・
学
校
・
飲
食
店
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、
食
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

■
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま

　

家
族
み
ん
な
で
マ
ナ
ー
と
あ
い
さ
つ

　

食
事
は
で
き
る
だ
け
家
族
が
揃
い
、
食
卓
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
家
族
の
絆

や
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

共
働
き
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
楽
し
む
機
会
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

食
事
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
だ
け

で
な
く
、
食
べ
る
楽
し
み
や
家
族
と
食
卓
を
囲

む
楽
し
み
な
ど
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
と
い

う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

一
日
一
回
で
も
、
家
族
み
ん
な
の
顔
が
揃
っ

て
食
卓
を
囲
め
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

大
人
と
一
緒
の
食
事

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
マ
ナ
ー
も
身
に
つ
け

て
い
き
ま
す
。

■
ま
ん
ま
は
３
食
！

　
　

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

　

就
寝
・
起
床
時
間
が
遅
い
と
、
生
活
リ
ズ
ム

が
崩
れ
、
朝
食
の
欠
食
な
ど
の
不
規
則
な
食
生

活
に
も
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
時
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

と
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
小
中
学

校
で
は
、
早
寝
・
早
起
き
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
生
活
リ
ズ
ム
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康
な

体
を
つ
く
る
「
津
南
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー

ド
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

園
で
も
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
朝
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
１
日
が
ん
ば

る
た
め
に
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
食
習
慣

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　

保
育
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
旬
の
食
材
を
使
っ
た
、
簡
単
に
で
き
る

お
や
つ
や
料
理
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

野
菜
の
皮
を
む
い
た
り
包
丁
で
刻
ん
だ
り
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
め
た
り
。
み
ん
な
で
一
生
懸
命

作
っ
て
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
嫌
い
な
野
菜

も
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く
た
め
、

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も

「
食
育
」
は
重
要
で
す
。

　

み
ん
な
で
食
育
を
す
す
め
、
丈
夫
な
体
を
作

り
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り

が
「
元
気
」
で
「
笑
顔
の
あ
る
」「
輝
い
て
い

る
町
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食育ののぼり旗

親子クッキングでの様子

津南ヘルスチャレンジカード

今月は
桑原 世奈

栄養士
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高
齢
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
津
南
町

で
す
が
、
平
成
31
年
３
月
末
の
総
人
口
は
、

９
５
６
９
人
で
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

３
８
６
９
人
で
す
。（
出
典
　
津
南
町
年
齢
別
住
民

基
本
台
帳
）

　

津
南
町
を
10
人
の
村
に
例
え
る
と
・
・
・

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
は
１
人

　

15
～
64
歳
は
５
人

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
４
人
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
今
か
ら
お
お
よ
そ
60
年
前
は
ど

う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

放
送
が
始
ま
っ
た
昭
和
35
年
の
総
人
口
は
、

２
０
０
７
２
人
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

１
５
４
６
人
で
し
た
。（
出
典
　
国
勢
調
査
）

　

津
南
町
を
10
人
の
村
に
例
え
る
と
・
・
・

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
は
３
人

　

15
～
64
歳
は
６
人

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
１
人
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
の
中
で
、
高
齢
者
と
関
わ
る

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
困
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
声
を
か
け
ら
れ
な
い
。」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
何
度
言
っ
て
も
、
説
明
が

伝
わ
ら
な
か
っ
た
。」

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　

始
め
よ
う
！

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で

の
支
え
合
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
全
国
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
も
知
ら
ず
に
接
す
る
こ
と
が

　
　
　
　

最
も
怖
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

日
々
の
窓
口
業
務
や
、
自
分
の
家
族
へ
の

　
　
　
　

対
応
を
見
直
そ
う
と
思
っ
た
。

　

こ
れ
は
先
日
、
役
場
職
員
を
対
象
に
開
催
さ

れ
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
感
想

の
一
部
で
す
。

今
か
ら
で
き
る
地
域
の
支
え
合
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！

　

一
定
の
研
修
を
受
け
た
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
（
講
師
）
に
よ
る
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
手

に
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者
は
？

　

地
域
住
民
、
各
種
団
体
、
金
融
機
関
、
民
間

企
業
、
店
の
従
業
員
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
な
ど
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
最
低
３
名
以
上

の
集
ま
り
が
あ
れ
ば
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
ど
ん
な
内
容
？

　

お
お
む
ね
60
～
90
分
の
間
で
、
認
知
症
の
症

状
や
診
断
・
治
療
、
認
知
症
の
人
へ
の
支
援
方

法
、
家
族
の
気
持
ち
の
理
解
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
職
場
や

学
校
だ
け
な
く
、
地
域
の
住
民
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
自
分
の
地
域
、
職
場
や
学
校
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る
に
は
？

　

養
成
講
座
の
開
催
や
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
講
師
）
の
手
配
や
日

程
調
整
、
必
要
な
教
材
な
ど
を
こ
ち
ら
で
準
備

い
た
し
ま
す
。

津南町がもし10人の村だったら？？
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

こん
にちは
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津南町地域公共交通協議会では現在の町公共交通体系の評価・見直しを行うため、

令和 2 年 3 月までに津南町地域公共交通網形成計画（以下「網形成計画」）策定を行います。

　「地域にとって望ましい公共交通ネットワークの

すがた」を明らかにする「マスタープラン（ビジョ

ン＋実施事業）」としての役割を果たすものです。

　国が定める基本方針に基づき、町が中心となり

「地域住民の日常生活」や「社会生活」における交

通のみにとどまらず、「まちづくり」や「観光戦略」

など関連施策と連携し、持続可能な地域公共交通

ネットワークを構成することを目的としています。

　現在の津南町公共交通の現況や課題、またみなさまからのニーズを把握するために全世帯を対象にアン

ケート調査を実施いたします。みなさまから回答いただいた意見をまとめ、分析した結果を網形成計画に反

映させていきます。また、網形成計画（案）を作成した後に町民や一般のかたから広く意見や改善案などを

募集し、その結果を計画に反映させることでより良い計画策定を目指します。

　下記のスケジュールのとおり住民のみなさまよりご意見をいただきたいと考えておりますので、ご協力を

お願いいたします。

●網形成計画とは？

●網形成計画策定に向けて、津南町民のみなさまにお願いしたいこと

●なぜ網形成計画を策定するのか？
　網形成計画を策定することで地域全体の公共交

通を「ネットワーク」として総合的に捉えること

ができます。地域の特性に応じて多様な交通手段

（鉄軌道、路線バス、タクシー、デマンド交通など）

を組み合わせることで、各地域で活用できる公共

交通機関の連携を強化し、津南町の公共交通体系

見直しに向けた方針や目標、事業を検討するため

の計画です。

●スケジュール

８月 8 月 5 日号町広報紙配布と合わせて町内全世帯を対象に公共交通アンケートを実施予定
です。回収は配布から 2 週間程度を予定しております。

９～11月 アンケートの集計及び分析実施。津南町公共交通協議会にて行います。

２月頃 網形成計画（案）を作成し、住民及び一般より広く網形成計画（案）に対するご意見や
改善案を募集します。

３月 網形成計画策定。今後の町公共交通体系再構築に向けた方針や目標を設定し、達成に向
けて取組を進めてまいります。
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永岡書店

『「娘の絵を完コピ！」おえかきキャラ弁』

マンガなどのキャラクターではなく、お子さんが描いた絵を
お弁当で再現するキャラ弁を紹介する本。お子さんが一生
懸命書いた絵を再現することで、子どもが「あっ！　私の絵
だ！」と大喜び！……のはず。

【大人の本】
●『マチのお気楽料理教室』………………………………………秋川滝美
●『動乱の刑事』…………………………………………………………………堂場瞬一
●『魔法を召し上がれ』…………………………………………………瀬名秀明
●『神を統べる者　上宮聖徳法王誕生篇』……………荒山徹
●『蒼色の大地』………………………………………………………………………薬丸岳
●『夢見る帝国図書館』…………………………………………………中島京子
●『やさしすぎるあなたがくたびれないための
　介護ハンドブック』…………………………………………………大和書房
●『大人の水泳』……………………………………………………………日本文芸社

【子どもの本】 
●『鬼遊び　鬼よぶわらべ歌』…………………………………廣嶋玲子
●『なまえのないねこ』…………………………………………………町田尚子
●『ソラタとヒナタ　みえない星空』………かんのゆうこ
●『とりあえずごめんなさい』…………………………………五味太郎
●『おかいものなんだっけ？』…………………………………宮野聡子
●『ナマコ天国』……………………………………………………………こしだミカ
●『からだの細菌キャラクター図鑑』
 …………………………………………………………………………日本図書センター
●『ゆるゆる恐竜図鑑』……………………………………………学研プラス

図
書
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

予
約
に
つ
い
て

　

町
公
民
館
図
書
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
図
書
の
確
認
や
予
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、予
約
に
は
い
く
つ
か
注
意
事

項
が
あ
り
ま
す
。

●
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
が
必
要

　

図
書
の
予
約
に
は「
利
用
者
カ
ー
ド
番

号
」と「
パ
ス
ワ
ー
ド
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
利
用
者
カ
ー
ド
番
号
」は
カ
ー
ド
の

バ
ー
コ
ー
ド
下
の
数
字
が
該
当
し
ま
す
。

　
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」は
利
用
者
カ
ー
ド
作
成

時
に
設
定
し
て
い
な
い
場
合
、新
た
に
設

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
、忘
れ
た
パ
ス

ワ
ー
ド
の
確
認
な
ど
は
、お
電
話
等
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
図
書
室
に
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
処
理
上
は
仮
予
約
扱
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
予
約
は「
仮

予
約
」で
あ
り
、職
員
が
正
式
な
予
約
処
理

を
す
る
ま
で
に
時
間
差
が
あ
り
ま
す
。そ

の
間
に
図
書
室
に
直
接
来
た
利
用
者
か
ら

貸
出
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、来
訪
者
が
優

先
と
な
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
・
・
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
・
・
・

　

５
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
一
般
小
説

『
炯
眼
に
候
』	

木
下…

昌
輝

『
真
実
の
航
跡
』	

伊
東…

潤

『
私
が
彼
を
殺
し
た
』	

東
野…

圭
吾

『
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
』	

内
館…

牧
子

『
キ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』	

石
川…

智
健

●
一
般
書…

『
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
』

『
ま
ん
が
で
わ
か
る

　
　

頭
に
き
て
も
ア
ホ
と
は
戦
う
な
！
』

『
う
ち
の
猫
が
ま
た
変
な
こ
と
し
て
る
。４
』

『
樹
木
希
林
1
2
0
の
遺
言
』

『
ゆ
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
教
科
書
』

●
児
童
書…

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
お
い
し
い
金
メ
ダ
ル
』

『
で
ん
し
ゃ
』

『
頭
を
楽
し
く
き
た
え
る
！　

推
理
ク
イ
ズ
』

『
ブ
ラ
ッ
ク
な
い
き
も
の
図
鑑
』

『
ず
る
い
い
き
も
の
図
鑑
』

●
絵
本…

『
ね
え
ね
え
ね
え
わ
ら
っ
て
る
？
』

『
お
し
り
た
ん
て
い

　

プ
プ
ッ
お
お
ど
ろ
ぼ
う
あ
ら
わ
る
！
』

『
な
で
な
で
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』

『
て
ん
し
き
』

『
む
し
ば
い
っ
か
の
お
ひ
っ
こ
し
』

・
・
・
図
書
室
の
開
閉
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

６
月
24
日
㈪
、７
月
29
日
㈪

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書
室

w
e
b
o
p
a
c
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
が
必
要
で
す
。利

用
者
カ
ー
ド
作
成
時
に
設
定
し
て
い
な
い
方
は

図
書
室
の
受
付
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

広報ライブラリー
今月の１冊

６月 −水
み

無
な

月
づ き

−

６月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

手て

を
つ
な
ぎ
朝あ
さ

の
散さ
ん

歩ぽ

で
雪ゆ
き

を
踏ふ

み

吾あ

子こ

と
一い
っ

緒し
ょ

に
音お
と

を
楽た
の

し
む	

江
村
大
輔

斑は
だ
れ

雪ゆ
き

の
残の
こ

る
山や
ま

や
ま
雪ゆ
き

代し
ろ

の

田た

原ば
ら

の
水み
な

面も

に
逆さ
か

さ
に
映う
つ

る	

石
橋
寿
子

庭に
わ

先さ
き

の
赤あ
か

い
苺い
ち
ご

を
選え
ら

び
採と

り

「
こ
れ
バ
ア
バ
の
分ぶ
ん

」
と
吾わ
れ

に
差さ

し
出だ

す	

津
端
恵
子

す
ん
す
ん
と
苗な
え

は
伸の

び
た
り
青あ
お

空ぞ
ら

の

映う
つ

り
い
し
田た

は
一い
ち

面め
ん

の
み
ど
り	
貝
澤
圭
子

三さ
ん

ヶか

月げ
つ

雪ゆ
き

に
埋う

も
れ
い
し
石い
し

地じ

蔵ぞ
う

姿す
が
た

現あ
ら
わ

し
春は
る

の
陽ひ

を
受う

く	

関
谷
郁
子

橅ぶ
な

林ば
や
し

の
前ま
え

に
建た

ち
た
る
「
も
り
カ
フ
ェ
」
に

春は
る

浅あ
さ

き
雪ゆ
き

の
稜り
ょ
う

線せ
ん

眺な
が

む	

恩
田
久
美
子

着き

替が

え
す
る
義は

母は

の
両も
ろ

脛ず
ね

に
ゆ
る
く
落お

つ

血け
っ

栓せ
ん

予よ

防ぼ
う

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は	

丸
山
直
子

垂し
だ

れ
た
る
枝え
だ

の
雫し
ず
く

の
光ひ
か

り
ゐい

る
を

告つ

ぐ
る
女め

孫ま
ご

の
目め

を
き
ら
め
か
す	

小
野
寺
恒
代

春し
ゅ
ん

蘭ら
ん

の
蕾つ
ぼ
み

は
ふ
た
つ
固か
た

き
葉は

に

守ま
も

ら
る
る
ご
と
顔か
お

を
の
ぞ
か
す	

高
橋
春
枝

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

宴う
た
げ

果は

て
居ゐ

残の
こ

り
組ぐ
み

に
花は
な

吹ふ

雪ぶ
き	

壽
　
子

縁え
ん

側が
は

の
猫ね
こ

に
仰あ
ふ

が
れ
初は
つ

つ
ば
め	

房
　
良

花は
な

筏い
か
だ

押お

し
分わ

け
鯉こ
い

の
浮う
か

び
く
る	

芳
　
司

お
ぼ
ろ
月づ
き

相あ
ひ

性し
ゃ
う

悪わ
る

き
猫ね
こ

二に

匹ひ
き	

守
　
人	

旧き
ゅ
う

姓せ
い

で
呼よ

び
止と

め
ら
れ
て
あ
た
た
か
し	

れ
い
子

す
ん
な
り
と
春は
る

の
別わ
か

れ
や
玉た
ま

子ご

剥む

く	

緑
　

「
ど
な
た
さ
ん
」
真ま

顔が
ほ

の
母は
は

の
春は
る

マ
フ
ラ
ー	

千
年
雄

ぴ
い
と
鳴な

く
初し
ょ

夏か

の
山さ
ん

腹ぷ
く

飯い
い

山や
ま

線せ
ん	

冬
詩
子

花は
な

吹ふ

雪ぶ
き

踊を
ど

る
桃も
も

色い
ろ

子こ

等ら

の
声こ
ゑ	

美
　
恵

汗あ
せ

の
タ
オ
ル
川か
は

で
洗あ
ら

ひ
て
枝え
だ

に
干ほ

す	

渡
　
舟

笑わ
ら

ひ
声ご
ゑ

桜さ
く
ら

の
下し
た

で
宴う
た
げ

か
な	

フ
ミ
子

い
た
だ
き
し
山さ
ん

菜さ
い

洗あ
ら

ふ
水み
づ

温ぬ
る

む	

妙
　

子こ

に
孫ま
ご

に
曾ひ

孫ま
ご

に
疲つ
か

れ
春は
る

彼ひ

岸が
ん	

貞
　

南な
ん

天て
ん

の
紅あ
か

き
実み

に
載の

る
淡あ
わ

雪ゆ
き

は

羽は

衣ご
ろ
も

の
ご
と
ふ
ん
はわ

り
白し
ろ

く	

内
山
キ
ク

故ふ
る

郷さ
と

を
恋こ

ひい

て
過す

ご
し
し
十じ
ゅ
う

二に

年ね
ん

妻つ
ま

有り

に
老お

い
て
今い
ま

は
安や
す

け
し	

麻
績
初
恵

わ
が
歌か

集し
ゅ
う

目も
く

読ど
く

な
れ
ば
忘わ
す

る
る
と

三み

月つ
き

を
か
け
て
書し
ょ

写し
ゃ

せ
る
人ひ
と

あ
り	

滝
沢
勝
枝

囲か
こ

ひい

板い
た

外は
ず

せ
る
厨く
り
や

の
硝が
ら

子す

戸ど

に

ほ
あ
ん
ほ
あ
ん
と
淡あ
わ

雪ゆ
き

映う
つ

る	

風
巻
京
子

土つ
ち

に
還か
え

る
森も
り

の
朽く
ち

葉は

の
軟や
わ

ら
か
し

わ
が
感か
ん

情じ
ょ
う

の
い
つ
し
か
包つ
つ

ま
る	

鈴
木
綾
子

翳か
げ

り
た
る
こ
ち
ら
よ
り
見み

れ
ば
遠と
お

き
野の

の

冬ふ
ゆ

日び

は
慈じ

愛あ
い

の
如ご
と

く
や
はわ

ら
ぐ	

萩
原
光
之

長
生
学
園

あ
れ
こ
れ
と
終し
ゅ
う

活か
つ

の
た
め
の
片か
た

付づ

け
は

出だ

し
て
は
眺な
が

め
又ま
た

し
ま
い
こ
む	

中
村
武
子

植う

ゑ
終お

へ
て
十と
お

日か

余あ
ま

り
の
学が
っ

校こ
う

田で
ん

そ
の
早さ

緑み
ど
り

を
雨あ
め

の
濡ぬ

ら
せ
り	
島
田
眞
之

短 歌

俳 句
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

第
５
回
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
開
催

　

園
児
か
ら
成
人
の
か
た
ま
で
を
対
象
に
し
た

発
表
会
及
び
記
録
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
ス
ク
ー
ル
生
以
外
の
か
た
も
参
加
で
き
ま

す
。
選
手
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

7
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分（
予
定
）

■
場
所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南…

25
M
プ
ー
ル

■
対
象　

幼
児
～
成
人

■
内
容　

水
泳
発
表
会
、
水
泳
記
録
会

■
料
金　

一
種
目
目　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
　

二
種
目
目　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

一
般　

一
種
目　

５
０
０
円

　
　
　
　
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
入
場
料
込
）

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
観
戦
、
応
援
は
入
場
無

料
で
す
。

■
お
申
し
込
み

　

対
象
者
に
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
７
／
７
締
切
）

■
そ
の
他　

開
催
時
間
中
は
プ
ー
ル
を

貸
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

進
行
状
況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
乗
り

合
わ
せ
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

夏
野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
を
美
味
し
く

オ
イ
キ
ム
チ
料
理
教
室

　

毎
年
恒
例
の
オ
イ
キ
ム
チ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。「
オ
イ
」と
は
韓
国
語
で「
キ
ュ
ウ
リ
」の
こ
と
。

夏
に
な
る
と
ご
自
宅
で
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
料
理
方
法
で
楽
し
ん
で
い
る
か
た
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
ム
チ
の
辛
さ

は
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
夏
の
暑
さ
に
負
け
な

い
美
味
し
い
「
オ
イ
キ
ム
チ
」
を
先
生
や
参
加

者
と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性
別
、
初

心
者
、
経
験
者
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
に
ち　

７
月
20
日
㈯

■
時　

間　

午
後
７
時
～
９
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
，
２
０
０
円

　

※
会
員
割
引
あ
り

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
ビ

ニ
ー
ル
手
袋
、
塩
漬
け
し
た
キ
ュ
ウ
リ
６
本

■
申
込
締
切

　

７
月
12
日
㈮　

※
定
員
10
名
程
度
。

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
越
後
上
布
。現
在
で
は
、南
魚
沼
市
・
小
千

谷
市
を
中
心
に
生
産
さ
れ
る
麻
織
物
で
す
。歴

史
は
古
く
こ
の
地
方
の
記
録
上
に
表
れ
て
き
た

の
は
慶
長
三
年（
１
５
９
８
）の
検
地
帖
だ
そ
う

で
す
。い
ざ
り
機ば
た

を
使
い
全
工
程
が
手
仕
事
の

み
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
織
物
よ
り
も
古
い
の
が
編
み
物
で
あ
る

ア
ン
ギ
ン
で
す
。そ
の
起
源
は
縄
文
時
代
。縄
文

土
器
の
底
面
に
編
み
物
の
圧
痕
が
残
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、こ
れ
は
土
器
を
作
る
際
に
、そ
の

編
み
物（
布
）の
上
で
作
っ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
『
秋
山
記
行
』な
ど
江
戸
時
代
の
文
献
に

記
録
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
存
し

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
幻
の
編
み
衣
ア

ン
ギ
ン
が
昭
和
28
年
、津
南
町
の
樽
田
集

落
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
当
時
92

歳
だ
っ
た
伝
承
者
の
発
見
も
あ
り
、赤
沢
の
故

滝
沢
秀
一
氏
な
ど
の
精
力
的
な
調
査
記
録
が
行

わ
れ
ま
し
た
。平
成
15
年
に
は
、ア
ン
ギ
ン
の
技

術
を
保
存
継
承
す
る「
な
ら
ん
ご
し
の
会
」が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ら
ん
ご
し
の
会
で
は
、原
料
で
あ
る
カ
ラ

ム
シ
を
栽
培
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ア
ン
ギ
ン
を

編
む
ま
で
の
全
工
程
を
行
っ
て
い
ま
す
。メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
か

た
は
、農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
な
じ
ょ
も
ん

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、ア
ン
ギ
ン
編
み

を
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
か
た
は
、な
じ
ょ

も
ん
で
初
級
者
体
験
・
本
格
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、な
じ
ょ
も
ん
電
話
７
６
５

−

５
５
１
１
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

津
南
町
で
発
見
さ
れ
た
ア
ン
ギ
ン
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、津
南
町
歴
史
民
俗
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①アンギンの袖なし（国指定重要文化財 歴史民俗資料館収蔵）
②苧カキと呼ばれるカラムシの繊維を取り出す作業
③取り出した繊維　　④編み台でアンギンを編む
⑤ならんごしの会で作っているアンギン製品

①

⑤

④ ②

③
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健
康
診
断
ノ
ス
ス
メ

津
南
病
院
事
務
長
　
根
津
　
和
博

　

令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
も
健
康
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
健
康
診
断
は
、
病
気
の
早
期
発

見
や
治
療
を
目
的
に
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
を
防
ぐ
予

防
的
な
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
今
、
健
康
で
特

に
異
常
が
な
く
て
も
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
る
危
険
性
が
あ
る

か
診
断
の
結
果
か
ら
予
測
し
、
食
事
や
運
動
な
ど

の
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
の
予

防
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
ご
と
で
恐

縮
で
す
が
、
毎
年
健
康
診
断
の
結
果
が
思
わ
し
く

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
再

検
査
等
を
受
け
ず
に
い
た
ら
１
月
の
終
わ
り
に
手

術
を
伴
う
病
気
を
患
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
な
に
よ
り
も
自

分
の
か
ら
だ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
わ
か
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
診
断
は
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
津
南
病
院

は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ま
の
健
康
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。 病

院
歳
時
記

議会コーナー
　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動
＜実施された行事＞
〔5月〕
	 22日	 津南町商工会通常総会
	 	（議長・産業建設常任委員長）
	28日～29日	 全国町村議会議長・副議長研修会（東京）
	 30日	 新潟県特別豪雪地帯市町村
	 	 議会協議会総会（柏崎市）
	 31日	 令和元年第２回定例会一般質問〆切
〔6月〕
	 5日	 県町村議会議長会令和元年度
	 	 第１回臨時総会（議長）
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 6日	 総文福祉常任委員会
	 6日	 産業建設常任委員会

	 6日	 秋山郷国道整備促進期成同盟会総会
	 	 （産業建設常任委員長）
	 9日	 町消防演習
	12日～14日	 令和元年第２回定例会
	 19日	 産業建設常任委員会県内視察（南魚沼市）
＜今後予定されている行事＞
〔6月〕
	 27日	 総文福祉常任委員会県内視察（出雲崎町他）
	 30日	 地域おこしカラオケの集い
〔7月〕
	 5日	 全議員研修会【前期】（新潟市）
	 9日	 全員協議会
	 9日	 湯沢町議会との意見交換会
	 	 （ニュー・グリーンピア津南他）
	 11日	 津南地域衛生施設組合議会

　

毎
月
の
保
険
料
に
プ
ラ
ス
４
０
０

円
の
『
付
加
保
険
料
』
を
付
け
て
、

将
来
の
年
金
額
を
お
得
に
増
や
し
ま

せ
ん
か
？

　

付
加
保
険
料
は
年
金
額
に
２
０
０

円
×
納
付
月
数
で
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
金
を
も
ら
い
始
め
て
２
年
で

納
付
分
が
返
っ
て
く
る
し
く
み
で
す
。

10
年
間
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、

付
加
分
総
額
は
９
万
６
千
円
。
年
金

に
は
、
４
万
８
千
円
が
反
映
さ
れ
ま

す
か
ら
、
年
金
を
20
年
も
ら
う
と

96
万
円
が
付
加
保
険
料
分
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
納
付
額
に
対
し
て
の
受

給
額
は
大
変
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
、
興
味
の
あ
る

か
た
は
、
町
民
班
の
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

就
職
・
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
へ

加
入
・
脱
退
し
た
り
、
配
偶
者
の
扶

養
に
認
定
、
ま
た
は
認
定
を
抹
消
さ

れ
た
と
き
は
、
年
金
の
切
替
え
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
年

金
の
加
入
履
歴
に
漏
れ
落
ち
が
で
た

り
、
保
険
料
を
二
重
に
払
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
の
際
は
、
お
勤
め
先
か

ら
発
行
さ
れ
る
資
格
取
得
・
喪
失

の
証
明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
税

務
町
民
課
町
民
班
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

… 900日…城澤作義（小下里）、桑原久美子（秋成）
… 300日…反り目キミ子（中深見）
… 200日…涌井冨美代（相吉）、髙橋愛子（船山）、江村裕子（外丸）

主な体操：ラジオ体操、テレビ体操、健骨体操、水中運動、
ジョギング、ウォーキング、他

…5000日…高橋美佐子（見玉）
…3100日…和久井かつ子（大割野）
…2300日…若井栄一（穴山）
…1800日…石橋俊治（割野）
…1600日…板場喜恵子（辰ノ口）
…1000日…桑原はるみ（船山）

…3400日…鈴木カヨ（船山新田）
…2400日…志賀春信（船山）
…2000日…大倉マツ（小下里）
…1700日…久保田ナツ（小下里）
…1400日…福原幸子（外丸）

お
得
な
付
加
保
険
料
を

納
め
ま
せ
ん
か
？

年
金
の
切
替
え
手
続
き
を

し
て
い
ま
す
か
？
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農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
４
月
〕

　

25
日　

農
業
改
良
会
議

〔
５
月
〕

　

27
日　

第
23
回
総
会

　
　
　
　

全
国
農
業
委
員
会
長
大
会

〔
６
月
〕

　

１
日　

狭
山
市
農
業
体
験

　

７
日　

企
画
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
６
月
〕

　

25
日　

第
24
回
総
会

大地に生きる

　東京から農業を経験するために、今年から新

しい道を歩んで頑張っています。

　人生で初めて雪国の生活を体験し、すべての

ことがとても新鮮で楽しい日々を過ごしています。

「令和」という新しい時代と共に積極的に新し

いことに取り組んで、チャレンジしていければと

思います。

↑みんな泥んこになりながら
　夢中で田植えをしました

青
あお

木
き

　靖
やす

明
あき

（３３歳・大井平）

現況届は忘れずに提出しましょう!
農業者年金受給者のみなさん

　今年5月末、農業者年金基金から「現況届」の用紙が

農業者年金受給者のみなさんへ送付されております。

　まだ、お手元にあるかたは必要事項を記入のうえ、

津南町農業委員会事務局まで忘れずに提出しましょう。

経営移譲年金（特例付加年金）を
受給されているみなさんへ
　経営移譲年金を受給されているかたが提出する現
況届には、右のような質問があります。
　回答に１つでも「はい」があると支給停止の可能性
がありますのでお気を付けください。不明な点がある
場合は津南町農業委員会事務局までご連絡ください。

津南町農業委員会事務局　TEL765-5583

狭
山
市
農
業
体
験
「
田
植
え
体
験
」

　

晴
天
の
な
か
で
行
わ
れ
た
田
植
え
体
験
。
津
南
町
農

業
委
員
会
で
は
、
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
狭
山

市
と
農
業
体
験
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
６
月
１
日
㈯
に

相
吉
の
ほ
場
で
田
植
え
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
14
家
族
28
名
の
か
た
が
た
か
ら
参
加
い
た
だ

き
、
参
加
者
の
な
か
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
る
リ
ピ
ー

タ
ー
の
か
た
に
加
え
、
新
た
に
４
世
帯
が
新
規
で
参
加
。

田
植
え
は
１
時
間
程
度
で
終
了
し
、「
秋
の
稲
刈
り
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
苗
の
管
理
は
、
農
業
委
員
長
が
行
い
、

秋
に
実
施
す
る
稲
刈
り
体
験
で
収
穫
し
た
お
米
は
、
狭

山
市
農
業

祭
で
参
加

者
へ
差
し

上
げ
る
予

定
で
す
。
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農
業
の

知
識

豆

●
４９
名
が
参
加

　

町
民
及
び
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
・
通
学
さ

れ
て
い
る
15
歳
以
上
の
か
た
に
、「
津
南
未
来
会

議
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
40
名

の
募
集
を
上
回
る
49
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

当
初
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
広
く
意
見
を
求
め
る
た

め
49
名
全
員
か
ら
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

49
名
の
内
訳
は
、
男
性
32
名
、
女
性
17
名
で

す
。
ま
た
年
代
別
で
は
20
代
が
５
名
、
30
代
18

名
、
40
代
15
名
、
50
代
７
名
、
60
代
３
名
、
70

代
１
名
で
す
。

　

今
後
５
回
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
未
来
会

議
で
、
未
来
を
拓
く
町
づ
く
り
の
仕
組
み
を
話

し
合
い
ま
す
。

　

農
業
技
術
と
ロ
ボ
ッ
ト
、
I
C
T
、
A
I
技
術
等
を
活
用
し
て
、
超
省
力
・
高
性
能
生
産
を
実

現
す
る
農
業
の
総
称
が
ス
マ
ー
ト
農
業
で
す
。

　

今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
心
を
持
ち
、
必
要
に
応
じ
農
業
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

ス
マ
ー
ト
農
業
っ
て
何
？

●
第
１
回
は

　

あ
る
べ
き
未
来
を
検
討

　

５
月
28
日
㈫
午
後
７
時
よ
り
津
南
町
役
場
大

会
議
室
に
て
47
名
（
２
名
欠
席
）
か
ら
ご
参
集

い
た
だ
き
第
１
回
津
南
未
来
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

桑
原
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
フ
ジ
ノ
ケ
ン
さ
ん
か
ら
会
議
の
趣
旨
説
明
、

清し

水み
ず

愼し
ん

一い
ち

顧
問
の
お
話
の
あ
と
、
参
加
者
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
と
し
て
「
津
南
の
未
来

を
拓
く
た
め
に
私
が
取
組
む
こ
と
」
を
ス
ピ
ー

チ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
津

南
の
未
来
を
拓
く
た
め
に
我
々
が
取
組
む
こ
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
各
班

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
話
し
合
っ
た
内
容
を

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
定
時
間
を
１
時
間

も
上
回
る
白
熱
し
た
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
清

水
顧
問
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
回
の
内
容
は
次
回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課
D
M
O
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

津
南
未
来
会
議
が
始
動
し
ま
し
た
！

「農業技術」×「先端技術」

スマート農業
スマート農業の効果

スマート農業について

●ロボットトラクタやスマホで操作する水田の水管理システムなど、
　先端技術による作業の自動化により規模拡大が可能に
●熟練農家の匠の技の農業技術を、ICT技術により、
　若手農家に技術継承することが可能に
●センシングデータ等の活用・解析により、農作物の生育や病害を正確に予測し、高度
な農業経営が可能に

我が国の農業の強み 先端技術（例）

●気候や土壌などの地域特性に
対応した匠の技

●全国各地の地域性を反映した、
多種多様で美味しい品目、品種

●消費者ニーズに即した安全安
心な農産物

ロボットトラクタ
GPS（全地球測位システム）を駆使して、人が乗らずに農作業を行う
自動運転のトラクター。１人で複数台のトラクターを操作可能で作
業時間を削減できる。

アシストスーツ
重い収穫物の持ち上げ作業で負荷を軽減することができる。着用し
たまま軽トラックの運転が可能なものもある。

ドローン
ほ場全体のセンシングデータを収集し、得られたデータをもとに適切
な施肥を実施することでほ場ごとの収量のバラつきを平準化できる。

■お問い合わせ　地域振興課農林班　TEL765-3115
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♪ 20 才を過ぎたら時間が早いよと誰かが私に教えてくれた～♪
（山口百恵の歌）

　こんな歌のように、本当に 1 日が早く感じられ、春が来たと思っ
ていたら、もう初夏の陽気となりました。私たちアドバイザーも、
もうオバちゃん、オバアちゃんですが、毎日充実した日々を過ご
しております。
　今回はそんなアドバイザーの春の活動内容を紹介します。
　まずは 4 月 20 日。いきいきネットかがやき隊の一員として、役
場前の花植えを行いました。（写真右上）
　5 月 22 日には、Tap・子育て支援センター・町公民館の共催で
行われる家庭教育講座のさつまいも植えで、メンバーの島田玲子
さん、早河史恵さんが講師として参加しました。（写真右下）
10 月にはおいしいさつまいもが収穫できると思います。とても楽
しみですね。
　今後もみなさんと一緒に活動することがあると思います。その
ときにはみなさんぜひ参加してくださいね。

農村地域生活アドバイザーの活動紹介

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　藤ノ木 友子（堂平）

　

秋
山
郷
地
区
の
石
田
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
の
４
月
中
旬
、実
家

の
あ
る
滋
賀
、生
ま
れ
故
郷
の
宮
崎
、祖
母
の
い

る
鹿
児
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。津
南
に
来
て
か

ら
実
は
１
度
も
実
家
に
は
帰
っ
て
い
な
く
て
、約

２
年
振
り
の
実
家
で
し
た
。（
両
親
は
何
度
も
津

南
に
遊
び
に
来
て
い
ま
す
が
。）生
ま
れ
故
郷
の

宮
崎
は
約
７
年
振
り
、鹿
児
島
に
至
っ
て
は
約
15

年
振
り
で
し
た
。（
宮
崎
で
は
約
27
年
振
り
に
地

元
の
同
級
生
に
再
会
し
ま
し
た
。）実
家
ま
で
は

バ
ス
と
電
車
で
、九
州
へ
は
実
家
の
車
で
神
戸
港

に
行
き
、フ
ェ
リ
ー
で
行
き
ま
し
た
。（
神
戸
港
～

宮
崎
港
）

　

鹿
児
島
で
は
、祖
母
が
今
年
の
４
月
に
99
歳
に

な
っ
た
の
で
、親
戚
が
集
ま
っ
て
白
寿
の
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。祖
母
は
足
が
少
し
悪
い
た
め
近
年

施
設
に
入
り
生
活
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ま
で
は

親
戚
の
協
力
を
得
な
が
ら
１
人
で
生
活
を
し
て

お
り
、現
在
も
電
話
で
会
話
で
き
る
く
ら
い
し
っ

か
り
し
て
い
て
、と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
で
は
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
祖
母
の

家
に
泊
ま
っ
た
の
で
す
が
、現
在
も
ト
イ
レ
は
水

洗
で
は
な
く
、井
戸
が
あ
り
、倉
庫
に
は
藁
や
筵

（
む
し
ろ
）、唐
箕（
と
う
み
）な
ど
が
あ
り
、昔
な

が
ら
の
家
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
、空
き
家
に

し
て
お
く
に
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。近
く
を
走
っ
て
い
た
電
車
は
廃
線
に
な
り
、

バ
ス
の
本
数
も
減
り
、放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
多

数
あ
る
な
ど
、景
色
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

親
戚
の
家
に
行
っ
た
り
、椎
葉
村
な
ど
を
訪
れ
ま

し
た
が
、日
本
の
た
く
さ
ん
の
地
域
が
同
じ
問
題

を
抱
え
て
い
る
現
実
を
、あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

宮
崎
や
鹿
児
島
は
、日
中
は
と
て
も
暑
く
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
陽
気
で
、４
月
中
旬

の
時
点
で
田
植
え
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。親
戚

の
話
に
よ
る
と
、昔
は
二
期
作
を
や
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
の
こ
と
。こ
う
い
っ
た
こ
と
も
津
南
で
お

米
作
り
や
畑
を
し
な
け
れ
ば
気
が
付
か
な
か
っ

た
こ
と
で
、津
南
で
様
々
な
経
験
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、地
元
の
こ
と
を
違
っ
た
視
点
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

約
１
週
間
、津
南
を
離
れ
た
の
で
す
が
、す
ぐ

に
感
じ
た
こ
と
が
１
つ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

津
南
の
水
は
群
を
抜
い
て
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
。

わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、あ
ら
た
め
て
再
確
認
。

実
家
で
、九
州
で
、コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
む
と

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。同
じ
も
の
を
飲
ん
で
い

る
の
に
、津
南
の
水
で
飲
む
方
が
明
ら
か
に
お
い

し
い
。ま
っ
た
く
味
が
違
う
の
で
す
。（
個
人
的
な

好
み
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
。）こ
ん
な
に
も
お

い
し
い
水
を
毎
日
使
え
る
な
ん
て
贅
沢
で
す
ね
。

す
ば
ら
し
い
で
す
。津
南
に
は
お
い
し
い
水
と
食

べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、本
当
に
幸
せ
だ
な
ぁ

と
思
い
な
が
ら
津
南
に
帰
っ
て
来
た
ら
、次
の
日

に
雪
が
降
り
ま
し
た
。（
笑
）九
州
よ
り
涼
し
く
て

快
適
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
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戸 籍 の 窓
〇涼

りょう

風
ふう

和
わ

禽
きん

　内
うち

山
やま

朋
とも

次
じ

水墨画展
　会　期／6月16日㈰～6月27日㈭
入場料／無料

　津南町在住の内山朋次氏による水墨画や

『なじょもん友の会会報』の挿絵、内山氏が

指導を務める「長生学園水墨画クラブ」会員

の作品を展示します。

〇夏季企画展
　「苗場山麓の水辺～川の水生生物たち～」
　会　期／7月13日㈯～8月18日㈰
　入場料／無料
　苗場山麓の水辺の生きものについて、生息す

る川やその水質についても紹介します。

　子ども達に人気の水辺の生きものに触れる

コーナーもあります。

〇「津南学講座」開催のお知らせ
　日　時／6月29日㈯　13：30～15：00
　題　目／謙信・景勝の城づくり
　講　師／高

たか

橋
はし

　勉
つとむ

　　　　　（妙高市教育委員会・鳥
とり

坂
さか

城
じょう

跡保存会）

〇昔の津南町の映像を探しています
　敬和学院大学の一

いち

戸
のへ

信
しん

哉
や

教授が、苗場山麓地域に残る映像のアーカイブ（重

要記録を保存・活用し、未来に伝達すること）化の検討の為、昔の津南町、

特に樽田集落を撮影した 8 ㎜テープを探しています。お心当たりのあるかた

は、なじょもんまでご一報ください。よろしくお願いします。

〇ピクニックに来ませんか？
　なじょもんの芝生広場では、シートを拡げて

お弁当を食べたり、ハンモックでのんびり過ご

すことができます。絵本カートがありますので、

木陰で本を読むこともできます。どうぞ、お気

軽にご利用ください。

「大黒だいこん」

※7月22日以降の体験は、「なじょもん　がむしゃら塾」チラシでご確認ください。　※友の会の皆さんは半額です。

7 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 9：00～ 11：00 草花を採って遊ぼう 300 低学年以上

7日㈰ 13：30～ 15：30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

13日㈯ 9：00～ 11：00 水辺の生物観察会　※要予約 300 低学年以上

14日㈰ 10：00～ 12：00 草木染め 500 低学年以上

15日㈪ 9：00～ 11：00 身近な薬草 300 低学年以上

20日㈯ 16：00～ 17：00 カラムシの刈り取り 無料 高学年以上

21日㈰
9：00～ 11：00 カラムシのおかき 300 高学年以上

10：00～ 12：00 陶芸～湯のみづくり　※要予約 800 中学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

津南学講座の様子

船津川

親子でピクニック

関　　瑞
みず

季
き

（割野）… 将史さん
… 美菜さん

風巻　　心
しん

（大割野）… 大五郎さん
… 優美さん

滝沢　琉
りゅう

心
しん

（赤沢）… 祥太さん
… 春香さん

清水キクノさん	 （89歳・正面）

恩田　キヨさん	 （86歳・鹿渡）

桑原　昭一さん	 （90歳・正面）

滝沢　キイさん	 （96歳・赤沢）

涌井　光孝さん	 （66歳・岡）

涌井　正二さん	 （88歳・正面）

島田ハルエさん	 （102歳・宮野原）

關澤　みなさん	 （92歳・赤沢）

小島　輝一さん	 （81歳・芦ヶ崎）

髙橋　春光さん	 （67歳・大割野）

滝沢　鐵 さん	 （88歳・田中）

内山　ミワさん	 （94歳・芦ヶ崎）

　「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
に
「
け
っ
と
の
ほ
か
げ
」。

取
材
に
行
き
な
が
ら
、
自
分
も

癒
さ
れ
る
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
私
事
で

す
が
最
近
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま

し
た
。
今
回
の
広
報
紙
で
初
め

て
自
分
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写

真
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
う
ま
く
撮
れ
ま

せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
撮
り
に
行
っ

て
上
達
し
た
い
で
す
。「
も
っ
と

こ
う
撮
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」

「
こ
こ
か
ら
撮
れ
る
写
真
が
い
い

よ
。」
と
い
っ
た
お
話
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。	

村
山
拓
也
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■人口9,533（−16）　男4,605（−９）　女4,928（−７）

■世帯数3,512（−４）　■転入／８　■転出／ 16　■出生／４　■死亡／ 12　■婚姻／１６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

に　　　　　  を付け加えてお伝えします！

災害発生情報※２（市町村が発令）

※1　各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

市町村から［警戒レベル❸、❹］
が発令された地域にお住まいの
方は、速やかに避難してください。

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの
避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内のより安
全な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢のかた、障害の
あるかた、乳幼児等）とその支援者は避難をし
ましょう。その他の人は、避難の準備を整えま
しょう。

※２　災害が実際に発生していることを把握した
　　　場合に、可能な範囲で発令

情報と取るべき行動を分かりやすくするため、

水害・土砂災害について、市町村が出す避難情報と、国や都道府県が出す防災気象情報を、5段階※1に整理しました。

〈避難情報等〉 〈防災気象情報〉
【警戒レベル相当情報例】

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報　　　　　等

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　　　等

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報　　　　　　　等

国
土
交
通
省
、気
象
庁
、都
道
府
県
が
発
表

これらは、住民が自主的に
避難行動をとるために参考
とする情報です。

避難勧告※3 避難指示（緊急）
（市町村が発令）

※３　地域の状況に応じて緊急的又は重ねて避難を
　　　促す場合等に発令

避難準備・高齢者等避難開始
（市町村が発令）

洪水注意報・大雨注意報等
（気象庁が発令）

早期注意情報
（気象庁が発令）

避難情報等警戒レベル 避難行動等

警戒レベル警戒レベル避難情報避難情報

くらしの

防災
・防災情報はいろいろあるけれど、いつ避難すれば

いいの？
・「避難勧告」「避難指示」って聞くけれど、危険度

がよく分からない…。

防災気象情報は出てるけど、
避難情報が出ていないとき
はどうすればいいの？

避難指示（緊急）は、避難勧告と同じ
警戒レベル４に位置づけられたけど、
考え方が変わったの？

　避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的に
または重ねて避難を促す場合などに発令されるもの
で、必ず発令されるものではありません。
　避難勧告が発令され次第、避難指示（緊急）を待た
ずに速やかに避難をしてください。

　市町村は、さまざまな情報をもとに、避難情報を発令す
る判断を行うことから、必ずしも防災気象情報と同じレベ
ルの避難情報が、同時に発令されるわけではありません。
　自らの命は自ら守る意識を持って、防災気象情報も参考
にしながら、適切な避難行動をとってください。

&
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